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面接指導等の実施に係る流れ

衛生委員会等で調査審議【則第２２条第９号】

○長時間にわたる労働による労働者の健康障害の防止を図るための対策の樹立に関すること

義 務

法：労働安全衛生法　　則：労働安全衛生規則

時間外・休日労働時間の算定【則第５２条の２第２項】
（毎月１回以上、一定の期日を定めて行う）

労働者からの申出【則第５２条の３第１項】
（期日後概ね１月以内）【則第５２条の３第２項】

時間外・休日労働時間
１月当たり１００時間超
【則第５２条の２第１項】

時間外・休日労働時間
１月当たり８０時間超
【則第５２条の８第２項】

事業場で
定めた基準に該当

【則第５２条の８第２項】

労働者からの申出
【則第５２条の８第３項】

面接指導又は面接指導に準ずる
措置の実施

【法第６６条の９、則第５２条の８第１項】

医師からの意見聴取【法第６６条の８第４項】
（面接指導後概ね１月以内）【則第５２条の７】

努力義務

事後措置の実施 【法第66条の8第5項】

医師による面接指導の実施
【法第６６条の８第１、２項】

（申出後概ね１月以内）【則第５２条の３第３項】

医師が労働者の勤務の状況及び疲労の蓄積の状況
その他の心身の状況について確認【則第５２条の４】

就業場所の変更、作業の転換、労働時間の短縮、
深夜業の回数の減少、衛生委員会等への報告等の措置

産業医は要件に該当する労働者に対し申出を行う
よう勧奨【則第５２条の３第４項】

面接指導の結果の記録を作成【法第６６条の８第３項】
（５年間保存）【則第５２条の６第１項】

労働者の疲労の蓄積の状況その他の心身の状況、
聴取した医師の意見等を記載【則第５２条の６第２項】

過重労働による健康障害を防�ために.indd   5 10.9.28   8:57:59 PM



�

医師による面接指導の対象となる労働者は‥

時間外・休日労働時間※１が１月当たり１００時間を超え、かつ、疲労の蓄積が認められる者（申出による）※2

申出の手続きをとった労働者を「疲労の蓄積があると認められる者」として取り扱うこととし、面接指導は要件に該当する労働者の申出により行います。
※１　「時間外・休日労働時間」とは、休憩時間を除き１週間当たり４０時間を超えて労働させた場合におけるその超えた時間のことです。
※２　ただし、期日前１月以内に面接指導を受けた労働者等、面接指導を受ける必要がないと医師が認めた者を除きます。

時間外・休日労働時間が月１００時間を超えたら‥

●申出をした労働者に対し、医師による面接指導を実施しなければなりません。面接指導を実施した
医師から必要な措置について意見聴取を行い、必要と認める場合は、適切な事後措置を実施しなけ
ればなりません。

●時間外・休日労働時間が１月当たり１００時間を超えた労働者に関する作業環境、労働時間、深夜業の
回数及び時間数等の情報を産業医に提供しましょう。

事業者

●面接指導の申出をし、医師による面接指導を受けましょう。労働者

●労働者に対し面接指導の申出をするよう勧奨しましょう。面接指導に当たっては「長時間労働者への
面接チェックリスト（医師用）」等を活用しましょう。

産業医

面接指導又は面接指導に準ずる措置※（以下、「面接指導等」という）の対象となる労働者は･･
① 長時間の労働（時間外労働・休日労働時間が１月当たり８０時間超）により、疲労の蓄積が認められ、
　 又は、健康上の不安を有している労働者（申出による）

② 事業場において定められた基準に該当する労働者

	 例１）労働者に対し保健師等による保健指導を行う
	 例２）労働者の疲労蓄積度チェックリストで疲労蓄積度を把握し、必要な労働者に対し面接指導を行う
	 例３）事業者が産業医等から事業場の健康管理について助言指導を受ける

これ以外の者は、

面接指導に準ずる
措置の例

時間外・休日労働時間が月８０時間を超えたら･･

●申出をした労働者に対し、面接指導等を実施するよう努めましょう。必要と認める場合は、適切な事
後措置を実施するよう努めましょう。

事業者

●面接指導等の申出をし、面接指導等を受けましょう。労働者

事業場において基準を設定するに当たっては･･

※ 時間外・休日労働時間が月１００時間又は２～６月平均で月８０時間を超えたら･･

●該当する全労働者が面接指導の対象となるよう基準を設定し、面接指導を実施するよう努めましょ
う。面接指導を実施した医師から必要な措置について意見聴取を行い、必要と認める場合は、適切な
事後措置を実施するよう努めましょう。

事業者

1 長時間労働者に対し面接指導等を実施しましょう
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